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その割合は，毛織物が 4分の 1から 5分の 1であるのに対して，リネンは
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の自律的な成長が目指されたのである。また，こうした公益を目指す改良
運動が，地主の私的な利益追求とも不可分に結びついていた点も注目に値
する。
18 世紀アイルランドの改良思想とリネン業
─ 117 ─
